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念願かなった 

⼩笠原⽗島旅⾏ 
５月 1 日より６日まで小笠原島に行って

きました。交通手段は船のみで、夏のシー

ズン以外は行きも帰りも同じ船です。24 時

間船に揺られて行きました。 

 1 日 11 時東京の桟橋を出て、夕方からは

とても揺れ酔い止め薬を飲みました。 

 2 日 11 時に小笠原島に着き、良い天気。

島の北側にある宮之浜に行きました。イン

ストラクターの指導を受けシュノーケリン

グをしました。波もほとんどなくサンゴ礁

を色鮮やかな魚が泳いでいるのを見ること

ができ、まるで別世界でした。インストラ

クターが「本当は高齢の方は受けたくなか

ったのですが・・・。」とつぶやいていまし

た。心配お掛けしましたが私はとっても満

足しました。 

 ホテルに着くと部屋に荷物が届いてい

て、夕食はイタリア料理で満腹でした。本

格的なホテルはこの島で 1件だそうで、お

部屋もきれいで広く、洗濯・乾燥もでき予

約が取れてラッキーでした。 

 ３日は東平アカカシラカラスバトサンク

チュアリに行きました。天然記念物の鳥に

は会えませんでしたが、保護区の出入りに

靴底をきれいにし、入林許可書をもったガ

イドさんがそれぞれの植物を丁寧に説明し

てくれました。タコノキがいたる所にあり、

ヤツメという枝が落ちると幹に「八」文字

が残る木もあり、亜熱帯に来ているのだと

実感しました。戦前はこのジャングルを開

拓し南瓜を作り儲けた方もいたそうです。

軽自動車が通れそうな道もあり、白く舗装 
 

がされたようでした。これは、戦争中軍部が

海岸の砂浜からサンゴを持ってきて敷いた

そうで、山上までの元軍用道路後でした。 

 ４日は、午前中パラセーリングをしまし

た。船で島の北側の兄島と弟島の近くまで行

き、インストラクターの指示に従って装備を

付けます。船尾に二人で腰かけて、両手で紐

をしっかり持っていますと、パラシュートが

開き、大空に飛び立ちます。100ⅿも高く 10

分も飛び、青空と海、島、船が見え何とも雄

大な眺めで、夢のような素敵な体験でした。 

 午後はレンターカーで島内を一周り。海岸

や展望台などや小笠原亜熱帯農業センター

を巡り、ウェザーステーション展望台でゆっ

くりしました。絶景で夕日を眺められまし

た。小笠原海洋センターには海亀にキャベツ

などの餌やりができ、８０㎝もある亀の大き

さに驚きました。 

 ５日は南島に行きました。小学生連れの親

子の方はイルカの群れが船に寄ってくると

インストラクターの合図で、イルカと一緒に

泳いでいました。南島の湾は厳しい所を熟練

の船頭さんが波を乗り越え入り、さらに上陸

するのには小舟に乗り換えました。岩場をよ

じ登るように上陸しました。島の高台には監

察官が見守っていて、インストラクターから

細い道を踏み外さないようにと注意され、足

元を見て歩きました。岩の真ん中が丸くくり

抜かれ、まるで「紅の豚」のモデルになった

ような海岸に着きました。帰りに船から赤い

岩肌がハート形になっているハートロック

が見れ、父島で一番美しいと言われる海から

ボートでしか行けない純白のジニービーチ

を見ることができました。午後 3時に乗船。  

6日 3時に東京に着きました。 

 

 


